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は過去に当研究室で行われたが最高 37% ee と低いエナンチオ選択性であった。申請者は求
核剤基質を反応性の高いチオエステルが置換した 2-ホルミルチオエステルに変更し、検討
を行なった。その結果、キラルグアニジン触媒の検討では最高で 68% ee にとどまったが、
キラルチオウレア第三級アミン触媒を用いるとエナンチオ選択性が向上することを見出し









た極めて前例の乏しい反応であり、その成果を学術雑誌に報告している(Tatsumi, T.; Misaki, 
T.; Sugimura, T. Chem. Eur. J. 2015, 21, 18971-18974.)。 
二つ目のテーマでは申請者は、当研究室で既に開発されたキラルグアニジン触媒を用い
て 5H-oxazol-4-oneの幾何異性混合鎖状アルキリデン βケトエステルへの共役付加反応が高




に異性化され、動的な速度論分割により、優先的に E 体の求電子剤が 5H-oxazol-4-one と反
応し高い立体選択性で目的物を与えていることを解明した。また、この反応で得られる付










ア第三級アミン触媒がこの反応に適していることを見出し、最高で 96% ee を達成した。ま













よって、本論文は博士 (理学) 学位論文として価値のあるものとして認める。 
また、平成 29 年 1 月 25 日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った
結果、合格と判断した。 
